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【研究の概要等】  
 脳は多様化した神経細胞より構成され、組織化された神経回路網を形成している。

この脳のシステムを理解してゆく為には、神経細胞の多様化と神経回路形成とを統

合して捉える分子メカニズムを明らかにする必要がある。CNR/プロトカドヘリン分

子群はゲノム染色体で遺伝子クラスター構造を形成し、個々の神経細胞で異なる組

み合わせで発現している。本研究では、このCNR/プロトカドヘリン分子群を用いて、

１）個々の神経細胞の多様化に関わる遺伝子制御メカニズムの解析、２）神経回路

形成における分子メカニズムの解析を行い、神経細胞多様化と神経回路組織化とを

統合的に捉える分子メカニズムの解明を目指して研究を推進する。  
 
【当該研究から期待される成果】  
 本研究により、神経細胞の多様化に関わる新たな遺伝子制御メカニズムと同時に、

新たな神経回路形成の分子メカニズムが明らかになることが予想される。本研究で

解明された新たな分子メカニズムは、脳の発達や脳の機能制御を理解する為の新た

な概念や技術に発展することが期待される。  
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